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読解力 ８位 １４位

数学的リテラシー １位 ４位

科学的リテラシー ２位 ２位

OECD生徒の学力到達度調査（PISA)
２０００年（３１ヶ国） ２００３年（４０ヶ国）高校１年

国際数学・理科教育動向調査（TIMSS)

小学４年

算数 ３位(567点） ３位(565点）

理科 ２位(553点） ３位(543点） 有意に低下

1995年（26ヶ国） 2003年（25ヶ国）

中学２年

数学 ５位(579点） ５位(570点）

理科 ４位(550点） ６位(552点）

有意に低下

1999年（38ヶ国） 2003年（46ヶ国）
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数学の好き嫌い

１．マレーシア ９５％

２．インドネシア ９２％

３６日本 ４８％

調査３７ヶ国中

国際平均 ７２％

理科の好き嫌い

１．インドネシア ９６％

２．マレーシア ９６％

２２日本 ５５％

調査２３ヶ国中

国際平均 ７９％

「大好き」と「好き」の合計
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英国における実績

教師がICTを教科指導に活用している学校

児童生徒がICTを活用して学習している学校

校長の管理能力が高い学校（ICTが整備）

児童生徒の成績が高い （学校の比較）

児童生徒の成績が高い （2000名の追跡調査）

ICTを活用した児童生徒の方が偏差値が高い。

英国

Yasutaka Shimizu 2006
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指導にICT活用と生徒の成績（ＫＳ２）
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生徒のICT活用と成績（ＫＳ３）

中学校の場合
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校長の違いによる生徒の成績 （ＫＳ２）
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ITが開く新しい教育

必要な基本の完璧な修得

IT社会に対応できる力の育成

児童生徒の学力向上

勉強が好きになる
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ＩCＴを活用した実証授業の実施と分析
多数の実証授業を実施 ３４４の授業

小学校：２４３、中学校：５２、高校：４９

算数･数学、社会が多い

1時限の授業、単元全体の授業

ＩCＴ活用の有無、活用前後の比較検証

ＩCＴ活用授業の教員評価（評価の観点別）

児童生徒の評価（ＩCＴ活用の有無の比較）

ＩCＴ活用により児童生徒の学力が向上することを示している

Yasutaka Shimizu 2006
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１．一時限：グループ（学級）間で活用の有無を調べる場合（一部独立した場合）

A群、B群に同内容の授業を行い、A群（ICTを活用した場合）とB群（ICTを
活用しなかった場合）の比較、A群（ICTを活用なかった場合）とB群（ICT
を活用した場合）の比較を行う

Yasutaka Shimizu 2006
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２．単元全体で、同一の学級において調査を行う場合

同一の学級において、単元全体の流れとして、ITを活用した場合、しな
かった場合の比較を行う

Yasutaka Shimizu 2006
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ICT活用に関する総合評価

38.9%

67.5%
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４ ３ ２ １１．今日の学習について

②自分から進んで参加することができたと思いますか。

③自分にあった方法やスピードで進めることができたと思いますか。

④友だちと協力して参加することができたと思いますか。

⑤今日の学習では、満足できたと思いますか。

⑥授業に集中して取り組むことができたと思いますか。

⑦学習のめあてをしっかりつかむことができたと思いますか。

⑧学んだ内容をこれからの学習に役立つと思いますか。

⑨学習したことは、これから自分でもできそうだなと思いますか。

同様に21項目の調査 （ＩCＴ活用：有り、無し）

児童生徒に対する調査

Yasutaka Shimizu 2006

①今日の学習では、楽しく活動することができたと思いますか。
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今日の学習では、楽しく活動することができた
と思いますか。

3.74 3.46 **p<.01

自分から進んで参加することができたと思い
ますか。

3.57 3.34 **p<.01

今日の学習は、やってよかったなと思います
か。

3.71 3.44 **p<.01

学習のめあてをしっかりつかむことができたと
思いますか。

3.55 3.38 **p<.01

学んだ内容をこれからの学習に役立つと思い
ますか。

3.73 3.57 **p<.01

今日の授業で学習したことを、もっと調べてみ
たいと思いますか。

3.49 3.31 **p<.01

有り 無し
授業でのＩCＴ活用

小学校 算数（その１） 有意水準

小学校 4～6年生 668名のデータによる結果である。

Yasutaka Shimizu 2006
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3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6

Ⅲ．学習の達成感

Ⅱ．学習に対する意欲

Ⅰ．学習に対する積極性

活用有り

活用無し

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6

Ⅲ．学習の達成感

Ⅱ．学習に対する意欲

Ⅰ．学習に対する積極性

活用有り

活用無し

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6

Ⅲ．学習の達成感

Ⅱ．学習に対する意欲

Ⅰ．学習に対する積極性

活用有り

活用無し

2.5 2.7 2.9 3.1 3.3 3.5

Ⅲ．学習の達成感

Ⅱ．学習に対する意欲

Ⅰ．学習に対する積極性

活用有り

活用無し

全教科 算数・数学

社会 理科

IT活用の有無による因子ごとの比較

学習に対する意欲に特に効果

積極性、達成感に特に効果

3因子とも効果

3因子とも効果

Yasutaka Shimizu 2006
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3.56

3.51

3.65

3 3.2 3.4 3.6 3.8 4

教師中心

学習者中心

教師・学習者

**p<.01

**p<.01

ICT活用形態による評価結果の比較 No1

すべてのICT活用形態で高い

教師と学習者がICT活用した場合が確実に高い

Yasutaka Shimizu 2006
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3.66

3.59

3.48

3.42

3 3.2 3.4 3.6 3.8 4

導入＋展開＋まとめ

まとめ

展開

導入

**p<.01

**p<.01

ICT活用場面による評価結果の比較 No２

導入・展開・まとめのすべてで
ICT活用した場合が確実に高い

どの場面でICTを活用しても高い

Yasutaka Shimizu 2006



18

ICT活用による学力向上に関する研究

ICT活用の効果に関する教員（授業者）の評価

ICT活用による学力向上に関する児童生徒の意識調査

ICT活用した授業の共通テストによる評価

教育委員会に授業者の推薦依頼中

総合的に分析評価

文部科学省委託

http://it.site21.net/lec/

Yasutaka Shimizu 2006
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ICTによる学力向上と校務効率化の関係

校務効率化 学力向上

空いた時間を子どもの指導に

•教材の共有化

•パソコン資産管理

•セキュリティ対策 e.t.c.

•個別指導

•バーチャル体験

•表現力

•問題解決力 e.t.c.

ICTをフルに活用するために
全校をあげた運用が必要

Yasutaka Shimizu 2006



20

シンガポールでの事例

Learning Gateway
(統合学校ポータル)

 
 

 

Internet

【教職員】

【管理者】

【保護者】

一人一台

一人一台

校務効率化

学力向上

Yasutaka Shimizu 2006

【児童・生徒】




